





































































































































































































































































































































































































































































































































［ 7］　『新唐書』巻 36，五行志 3，中華書局，北京，1975年　p. 932。











亀』巻 106，帝王部，恵民二，中華書局，北京，1960年　p. 1264，『冊府元亀』巻 162，帝王部，
命使二　p. 1959，『文苑英華』巻 435「遣使賑恤天下遭水百姓勅」中華書局，北京，1966年　
p. 2202-2203，『全唐文』巻 52「遣使宣撫水災詔」中華書局，北京，1960年，p. 567参照。この





































［26］　汪慶正（1985）「南朝石刻文字概述」『文物』1985年第 3期　p. 82。2016年 4月 15日，筆者
は西安美術学院美術博物館にて「石墨鐫華―2016古代碑帖大展」を観覧し，個人が所蔵する
「蕭憺碑」の清末民初の拓本を実見した。蕭憺碑は現在，南京市棲霞区甘家衖西新合村市民広場
内にあり，碑亭で保護されている。2016年 7月 25日，筆者は南京に行き，蕭憺碑の現地調査を
行った。事前に関係部署と連絡を取っていなかったため，碑亭の大門を開けてもらえず，門の隙
間から石碑の一部分を窺うよりほかなかった。碑額の文字ははっきりとしており，碑文の一部の
文字もかすかながら識別できた。
［27］　「梁故侍中司徒驃騎将軍始興忠武王（蕭憺）之碑」毛遠明編着（2008）『漢魏六朝碑刻校注』第
3冊，線装書局，北京　p. 180。
［28］　『梁書』巻 22，太祖五王・始興王憺伝，中華書局，北京，1973年　p. 354。
［29］　『隋書』巻 61，郭衍伝，中華書局，北京，1973年　p. 1469。
［30］　明代の朱曰藩『山帯閣集』巻 33に，「按唐貞元壬申，泗州大水，呂周任作紀，帰功于刺使張公。
記中叙張之䖏画，可謂条理矣。是年，泗雖水不為災，奉天子明詔，守一方民。有大患，以身扞之，
要当以張為法。」とある。後世の人も張伾の「以身扞之」という行為に対して，賛同的な考えを
持っていたことがわかる。
［31］　毛陽光（2012）「唐代災害救済実効再探討」『中国経済史研究』2012年第 1期　p. 56-57・61-
63。
［32］　貞元 8年の水害が招いた税制改革は，『新唐書』巻 54，食貨志四，北京，中華書局，1975年　
p. 1382に，「貞元八年，以水災減税，明年，諸道塩鉄使張滂奏，出茶州県若山及商人要路，以三
等定估，十税其一。自是歳得銭四十万緡，然水旱亦未嘗拯之也。」と記される。
［33］　閻守誠主編（2008）『危机与応対―自然災害与唐代社会』人民出版社，北京　p. 15。
［34］　夏炎（2016）「中古災害史研究的新路径―魏晋南北朝地方官災後救済的史実重建」『史学月刊』
2016年第 10期　p. 24。
［35］　幺振華（2004）「唐代自然災害及救災史研究総述」『中国史研究動態』2004年第 4期。同
（2014）「唐代自然災害及其社会応対』上海古籍出版社，上海　p. 4-23。
（カ　エン　　南開大学歴史学院・中国社会史研究中心副教授） 
（よしだ　あい　　学習院大学国際研究教育機構 PD共同研究員）
